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日
本
復
帰
の
歌

　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

久
野
藤
盛

　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

静　

忠
義

一
　

太た

い
へ
い
よ

う

平
洋
の
潮し

お
の
と音

は　

　
　

わ
が
同ど

う
ほ
う胞

の
血ち

の
叫さ

け

び

　
　

平へ

い

わ和
と
自じ

ゆ

う由
を
し
た
い
つ
つ　

　
　

起た

て
る
民み

ん
ぞ
く

に
じ
ゅ
う

ま

ん

族
二
十
万

　
　

烈れ

つ
れ

つ
い
の

々
祈
る
大だ

い

ひ

が

ん

悲
願

二
　

わ
れ
ら
は
日に

っ
ぽ
ん
み
ん
ぞ

く

本
民
族
の　

　
　

誇ほ
こ

り
と
歴れ

き

し史
を
高た

か

く
持じ

し

　
　

信し

ん

た

く

と

う

ち

は

ん

た

い

託
統
治
反
対
の　

　
　

大だ
い

ス
ロ
ー

ガ
ン
の
旗は

た

の
下も

と

　
　

断だ

ん

こ乎
と
示し

め

す

鉄て
つ

の
意い

し志

三
　

目め

ざ指
す

世せ

か

い界
の
大だ

い
り

そ

う

理
想　

　
　

民み

ん

ぞ

く

じ

け

つ
ど

く

り

つ

族
自
決
独
立
の

　
　

わ
れ
ら
が
使し

め

い命
つ
ら
ぬ
き

て　

　
　

奄あ

ま

み美
の
幸さ

ち

と
繁は

ん
え
い栄

を

　
　

断だ

ん

こ乎
と
守ま

も

ら
ん
民た

み

の
手て

に

四
　

二に

じ

ゅ
う

よ

ま

ん

十
余
万
の
一い

ち
ね
ん念

は　

　
　

諸し
ょ
と
う島

く
ま
な
く
火ひ

と
燃も

え
て

　
　

日に

っ
ぽ

ん

ふ

っ
き

か

ん

て

つ

本
復
帰
貫
徹
の　

　
　

の
ろ
し
と
な
り
て
天て

ん

を
や
く

　
　

い
ざ
や
団だ

ん

け

つ
し

と

う

結
死
闘
せ
ん

　
　

民み

ん

ぞ

く

き

き

族
危
機
の
秋と

き

ぞ
今い

ま

平成３０年１２月２５日
日本復帰記念の日のつどい実行委員会

【１９５３年８月９日　ダレス声明に感謝する郡民大会（名瀬小学校校庭）】
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日本復帰運動の様子
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今
年
、
奄
美
群
島
は
日
本
復
帰
65

周
年
を
迎
え
ま
す
。
当
時
20
歳
だ
っ

た
方
は
85
歳
に
な
り
ま
す
。
当
時

の
記
憶
や
記
録
が
薄
れ
て
い
く
、
と

い
っ
た
危
機
感
を
多
く
の
方
々
が
抱

い
て
い
ま
す
。

「
記
録
に
残
さ
な
い
も
の
は
記
憶
に

も
残
ら
な
い
」
と
い
う
言
葉
の
通
り
、

文
化
財
課
・
奄
美
博
物
館
で
は
奄
美

群
島
の
歴
史
や
文
化
、
自
然
を
知
る

上
に
お
い
て
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な

い
資
料
や
記
録
を
保
護
・
保
存
・
展

示
し
、
史
実
や
先
人
の
苦
難
や
労
苦
、

功
績
等
を
後
世
に
残
し
伝
え
る
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
を
見
直
す

こ
と
で
、
戦
争
に
つ
い
て
、
ま
た
、

行
政
分
離
、
復
帰
運
動
、
日
本
復
帰
、

復
帰
後
の
復
興
・
振
興
、
そ
し
て
今

後
・
将
来
の
奄
美
の
こ
と
に
つ
い
て
、

改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

奄
美
群
島
は
、琉
球
国
統
治
時
代
、

薩
摩
藩
統
治
時
代
、
米
軍
政
府
統
治

時
代
、
日
本
復
帰
等
、
非
常
に
複
雑

な
歴
史
の
変
遷
を
経
て
き
ま
し
た
。

　

特
に
米
軍
政
府
統
治
時
代
は
、
日

本
人
で
あ
り
な
が
ら
米
軍
に
統
治
さ

れ
る
と
い
う
、
か
つ
て
日
本
が
経
験

し
た
こ
と
の
な
い
歴
史
を
背
負
い
、

世
界
に
も
類
例
を
見
な
い
無
血
の
復

帰
運
動
を
展
開
し
て
日
本
復
帰
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

当
初
は
北
緯
30
度
線
、
後
に
29
度

線
以
南
の
南
西
諸
島
は
、
日
本
か
ら

行
政
分
離
さ
れ
ま
し
た
。
米
軍
政
府

統
治
時
代
の
資
料
を
見
ま
す
と
、
私

た
ち
の
奄
美
群
島
は
国
境
に
あ
る
、

国
境
線
は
揺
れ
動
く
、
と
い
う
こ
と

を
強
く
意
識
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
、
改
め
て
戦
争
か
ら
奄
美
群

島
日
本
復
帰
ま
で
の
主
な
記
録
を
た

ど
り
ま
す
。

　

奄
美
群
島
日
本
復
帰
65
周
年
と
い

う
節
目
の
年
に
、
12
月
25
日
の
復
帰

記
念
の
日
だ
け
で
な
く
、
他
の
節
目

の
日
に
つ
い
て
も
思
い
を
寄
せ
、
考

え
、
記
録
か
ら
学
ぶ
機
会
と
な
れ
ば

幸
い
で
す
。

奄
美
群
島
日
本
復
帰
65
周
年
を
迎
え
て

日本復帰65周年の今年、改めて伝えていく意味を考える
●
戦
争
か
ら
奄
美
群
島
日
本
復
帰
ま
で
の
記
録
を
た
ど
り
ま
す

奄
美
市  

文
化
財
課
　
　
久 

伸
博
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昭
和
16
年
12
月
８
日
、
日
本

は
真
珠
湾
の
奇
襲
攻
撃
で
米
・

英
国
に
宣
戦
し
、
第
二
次
世
界

大
戦
（
太
平
洋
戦
争
）
が
開

戦
し
ま
し
た
。
奄
美
群
島
の
各

地
か
ら
も
多
く
の
方
々
が
招
集

さ
れ
戦
死
し
ま
し
た
。
各
地
に

慰い
れ
い
ひ

霊
碑
や
忠ち

ゅ
う
こ
ん
ひ

魂
碑
が
建
立
さ
れ

て
い
ま
す
。地
域
や
集
落
に
と
っ

て
意
味
深
い
場
所
が
選
択
さ
れ

て
い
る
も
の
と
感
じ
ま
す
。

　

昭
和
18
年
頃
か
ら
戦
況
は
悪

化
し
、
奄
美
近
海
で
は
潜
水
艦

に
よ
る
魚
雷
攻
撃
、
爆
撃
機
に

よ
る
空
襲
も
始
ま
り
ま
し
た
。

昭
和
18
年
５
月
、
沖
縄
と
の
航

路
船
「
嘉か

ぎ義
丸ま

る

」
が
喜
界
島

と
笠
利
崎
の
間
で
魚
雷
攻
撃

を
受
け
、
６
月
に
は
、
鹿
児

島
を
出
港
し
南
下
し
て
い
た

「
富と
や
ま
ま
る

山
丸
」
が
徳
之
島
の
東
を

航
行
中
、
魚
雷
攻
撃
を
受
け

て
沈
没
、
将
兵
約
3
千
700
名

が
戦
死
し
ま
し
た
。
昭
和
19

年
８
月
22
日
、
沖

縄
の
学
童
疎
開

船
「
對つ
し
ま
ま
る

馬
丸
」
が

十
島
村
悪
石
島
付

近
で
潜
水
艦
の
魚

雷
攻
撃
を
受
け
て

沈
没
、
約
１
千
500

人
が
死
亡
、
数
日

後
大
和
村
や
宇
検

村
、
瀬
戸
内
町
に

多
数
の
遺
体
と
わ

ず
か
な
生
存
者
が

漂
着
し
ま
し
た
。

　

奄
美
大
島
の
防

備
体
制
も
強
化
さ

れ
、
奄
美
大
島
の

南
部
を
中
心
に
奄

美
守
備
隊
が
配
置
さ
れ
ま
す
。

島
尾
敏
雄
を
隊
長
と
す
る
第
18

震
洋
隊
も
そ
の
一
部
隊
で
す
。

　

昭
和
20
年
４
月
、
米
軍
が
沖

縄
に
上
陸
し
て
壮
絶
な
地
上
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
４
月
20
日

に
は
名
瀬
の
街
も
大
空
襲
を
受

け
、
市
街
地
の
90
％
余
が
消
失

し
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
７
月
、
日
本
は
ポ

ツ
ダ
ム
宣
言
を
受
諾
し
ま
し
た

が
、
８
月
６
日
、
広
島
に
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
同
じ
日
、

赤
木
名
が
爆
撃
（
空
襲
）
を
受

け
、
防
空
壕
に
避
難
し
た
住
民

40
名
が
犠
牲
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
20
年
８
月
15
日
、
戦
争

が
終
結
し
ま
す
。
終
戦
記
念
日

と
し
て
全
国
各
地
で
慰
霊
祭
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）

２
月
２
日
の
「
連
合
国
覚
書
宣

言
」
後
、
３
月
13
日
に
米
軍
政

府
長
官
ポ
ー
ル
・
Ｆ
・
ラ
イ
リ
ー

少
佐
以
下
総
員
19
名
が
名
瀬
に

上
陸
し
、
ジ
ー
プ
で
大
島
支
庁

へ
向
か
い
ま
し
た
。
大
島
支
庁

で
南
西
諸
島
全
域
に
対
す
る
軍

政
布
告
が
公
布
さ
れ
、
占
領
行

政
を
公
表
し
ま
し
た
。（「
連
合

国
覚
書
宣
言
」
の
こ
と
を
「
二
・

二
宣
言
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。）

　

こ
う
し
て
奄
美
群
島
は
、
本

土
と
行
政
分
離
さ
れ
、
米
軍
政

府
下
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

鹿
児
島
や
日
本
本
土
、
あ
る

い
は
日
本
本
土
か
ら
奄
美
へ
の

渡
航
の
際
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

政
府
か
ら
身
分
証
明
書
（
パ
ス

ポ
ー
ト
）
を
発
行
し
て
も
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

よ
う
に
数
日
で
発
行
さ
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
２
か
月
か
ら
３

か
月
、あ
る
い
は
半
年
も
か
か
っ

て
発
行
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

発
行
を
許
可
さ
れ
な
い
こ
と
も

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
奄
美
群
島
や
沖
縄
で

は
、
日
本
国
の
円
も
米
国
の
ド

ル
も
使
う
こ
と
が
で
き
ず
、
米

軍
が
発
行
し
た
紙
幣
（
軍
票
・

Ｂ
円
）
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、「
密

航
」
と
い
う
手
段
を
選
択
し
た

人
も
多
数
い
た
よ
う
で
す
。

【笠利の「招
しょうこんひ

魂碑」】

【住用の「忠
ちゅうこんひ

魂碑」】

【名瀬の「慰
い れ い と う

霊塔」】

【空襲を受けた名瀬の街（昭和20 年）】

【身分証明書（米国民政府発行）】

【軍票：米軍政府下で使用していた紙幣】

第
二
次
世
界
大
戦
と
奄
美
群
島

二・
二
宣
言
に
よ
り
奄
美
は
米
軍
政
下
へ
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１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
）

２
月
２
日
の
「
連
合
国
覚
書
宣

言
」（「
二・
二
宣
言
」）
に
よ
っ

て
北
緯
30
度
以
南
の
南
西
諸
島

は
行
政
分
離
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
北
緯
30
度
線
は
屋
久
島
の

す
ぐ
南
に
あ
り
、
十じ

ゅ
っ
と
う
そ
ん

島
村
は
、

上か
み
さ
ん
と
う

三
島
（
竹
島
、黒
島
、硫
黄
島
）

と
下
七
島
（
口
之
島
、
中
之

島
、
平
島
、
諏
訪
之
瀬
島
、
悪

石
島
、
臥
蛇
島
、
小
宝
島
、
宝

島
）
に
分
断
さ
れ
ま
し
た
。
現

在
、
上
三
島
は
三み

し
ま
む
ら

島
村
、
下
七

島
は
十と

し
ま
む
ら

島
村
と
い
う
行
政
組
織

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

米
軍
政
府
下
に
お
か
れ
る

と
、
鹿
児
島
や
日
本
本
土
、
あ

る
い
は
日
本
本
土
か
ら
奄
美
へ

の
渡
航
が
自
由
に
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
米
軍
か
ら

の
配
給
物
資
や
予
算
配
当
は
不

十
分
な
も
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

物
資
が
不
足
し
、
奄
美
の
人
々

は
困
窮
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
北
緯
30
度
線
に
近
い
口

之
島
や
中
之
島
を
拠
点
と
し
た

密
貿
易
が
行
わ
れ
た
り
、
島
づ

た
い
に
「
密
航
」
と
い
う
手
段

を
使
う
人
々
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
東
京

奄
美
会
が
復
活
（
昭
和
21
年

２
月
）、
東
京
奄
美
連
盟
（
昭

和
21
年
９
月
）、
奄
美
連
合
全

国
総
本
部
（
昭
和
21
年
12
月
）、

奄
美
青
年
同
盟
（
昭
和
22
年
11

月
）
等
が
次
々
と
結
成
さ
れ
、

奄
美
同
胞
の
生
活
救
済
運
動
が

始
ま
り
、
そ
の
運
動
は
全
国
各

地
で
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
、
宮
崎
県
大
島
町

に
お
い
て
復
帰
街
頭
運
動
が

始
ま
り
、
東
京
奄
美
学
生
会
が

発
足
し
、
奄
美
大
島
の
日
本
復

帰
と
渡
航
の
自
由
を
訴
え
る

街
頭
署
名
運
動
が
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
内
で
は
本
格
的

な
復
帰
運
動
の
高
ま
り
は
ま

だ
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

群
島
民
に
希
望
や
元
気
を
与

え
よ
う
と
し
た
動
き
が
出
て

き
ま
し
た
。

　

米
軍
政
府
統
治
の
下
で
昭

和
22
年
に
作
詞
作
曲
さ
れ
た

新
民
謡
「
島
か
げ
」
は
、
日

本
と
行
政
分
離
・
分
断
さ
れ

た
哀
愁
や
切
な
さ
、
望
郷
の

思
い
を
歌
っ
た
も
の
で
は
な

い
か
と
厳
し
い
検
閲
を
受
け

ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和
23
年

に
発
表
さ
れ
た
「
農
村
小
唄
」

は
、
経
済
的
な
困
窮
に
苦
し

む
群
島
民
の
士
気
高
揚
と
食

糧
増
産
、
勇
気
や
希
望
を
与
え

る
歌
と
し
て
多
く
の
人
々
の
愛

唱
歌
と
な
り
ま
し
た
。
他
に
も

「
本
茶
峠
」
や
「
そ
て
つ
の
実
」

等
、
数
多
く
の
新
民
謡
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
。

　

劇
団
も
数
団
体
結
成
さ
れ
、

群
島
各
地
で
公
演
す
る
ほ
か
、

文
芸
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時

代
は
、「
赤
土
文
化
」、「
奄
美

ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
」
等
と
呼
称
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昭
和
21
年
に
大
島
郡

相
撲
協
会
が
発
足
し
協
会
相
撲

の
開
催
、
昭
和
22
年
、
奄
美
体

育
連
盟
が
発
足
し
奄
美
体
育
大

会
の
開
催
、
奄
美
野
球
連
盟
が

【相撲に熱狂する人々】

【 本 茶 峠 の 碑 】
（ 本 茶 峠 ）

【 農 村 小 唄 の 碑 】
（ 宇 検 村 ）

【軍政下の教室】

米
軍
政
下
で
高
ま
る
復
帰
へ
の
想
い
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発
足
し
野
球
大
会
の
開
催
等
、

ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
お
い
て
も

群
島
民
に
活
気
と
希
望
を
与
え

る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
25
年
６
月
、
ダ
レ
ス
国

務
長
官
が
来
日
し
、
対
日
講
和

条
約
の
動
き
が
出
て
、
翌
年
の

１
月
、
ダ
レ
ス
国
務
長
官
を
団

長
と
す
る
対
日
講
和
使
節
団

が
来
日
、
日
本
政
府
と
の
間
で

講
和
条
約
の
交
渉
が
始
ま
り

ま
す
。

　

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
の
期

待
が
一
段
と
高
ま
り
、
昭
和
26

年
２
月
14
日
、
名
瀬
市
内
に
32

の
団
体
が
集
ま
り
、「
奄
美
大

島
日
本
復
帰
協
議
会
」
が
発

足
、
泉
芳
朗
が
議
長
に
就
任
、

本
格
的
な
復
帰
運
動
が
始
ま
り

ま
す
。
復
帰
協
議
会
発
足
と
同

時
に
署
名
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
郡
島
内
各
地
に
復
帰
協
議

会
支
部
が
結
成
さ
れ
、
署
名
運

動
も
広
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

４
月
に
は
14
歳
以
上
の
郡
島
民

の
99.8
％
が
署
名
し
た
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
署
名
簿
は
複
数
部
作
成

さ
れ
、
対
日
理
事
会
や
吉
田
茂

首
相
、
外
務
省
等
へ
請
願
書
と

と
も
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。　

　

し
か
し
、
講
和
条
約
の
草
案

の
第
３
条
に
、
奄
美
と
沖
縄
を

分
離
す
る
と
い
う
条
項
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
判

明
す
る
と
、「
条
約
第
三
条
撤

廃
」
や
「
信
託
統
治
絶
対
反
対
」

を
求
め
る
運
動
も
展
開
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
26
年
７
月
13
日
、
第
一

回
名
瀬
市
民
総
決
起
大
会
が
名

瀬
小
学
校
の
校
庭
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
多
数
の
市
民
が
名
瀬

小
学
校
の
校
庭
に
「
完
全
日
本

復
帰
貫
徹
」
や
「
条
約
第
三
条

撤
廃
」、「
信
託
統
治
絶
対
反
対
」

等
の
プ
ラ
カ
ー
ド
や
の
ぼ
り
旗

を
持
っ
て
集
ま
っ
た
た
め
、
米

軍
政
府
か
ら
中
止
命
令
が
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
話
し
合
い
の
結

果
、
撤
去
や
規
制
を
条
件
に
大

会
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
件
を
「
プ
ラ
カ
ー
ド
事
件
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰
す

る
ま
で
27
回
も
の
集
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
７
月
19
日
の
第

一
回
日
本
復
帰
郡
民
総
決
起
大

会
で
は
、
復
帰
協
議
会
が
公
募

し
て
入
選
し
た
「
日
本
復
帰
の

歌
」
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
昭
和
22
年
４
月
１
日
に
結

成
さ
れ
た
「
奄
美
体
育
連
盟
」

も
復
帰
運
動
の
一
環
と
し
て
郡

島
民
に
希
望
と
勇
気
を
与
え
よ

う
と
「
奄
美
体
育
の
歌
」
を
公

募
、
発
表
し
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
が
日
本
に
復
帰

す
る
ま
で
開
催
さ
れ
た
集
会
で

は
、
名
瀬
小
学
校
の
校
庭
正
面

の
石
段
が
復
帰
を
願
い
訴
え
る

演
説
等
を
行
う
場
所
と
し
て
使

用
さ
れ
、
復
帰
運
動
の
象
徴
と

し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

名
瀬
小
学
校
で
は
、
先
人
に

学
ぶ
意
味
合
い
か
ら
「
石
段
に

学
ぶ
」
を
校
訓
と
し
て
、
児

童
へ
の
継
承
活
動
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
復
帰
50
周
年
を
迎

え
た
平
成
15
年
に
は
、
石
段
の

上
部
に
「
日
本
復
帰
祈
願
の

歌
」
の
歌
詞
を
入
れ
た
「
奄
美

群
島
日
本
復
帰
運
動
発
祥
の

地
」
の
石
碑
が
建
立
さ
れ
、
復

帰
60
周
年
を
迎
え
た
平
成
25

年
に
は
、「
名
瀬
小
学
校
校
庭

の
石
段
」
を
奄
美
市
指
定
文

化
財
と
定
め
、
奄
美
群
島
の
日

本
復
帰
に
お
け
る
貴
重
な
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
位
置
づ

け
、
石
段
の
保
存
と

と
も
に
復
帰
運
動
の

継
承
に
役
立
て
て
い

こ
う
と
い
う
取
組
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

【平成29 年度日本復帰記念の日のつどい】 【現在の名瀬小学校】

【名瀬小学校の石碑】

【プラカード事件】

【 復 帰 運 動 の 様 子 】
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昭
和
26
年
９
月
８
日
、
対
日

講
和
条
約
が
調
印
さ
れ
ま
す
。

こ
の
講
和
条
約
第
三
条
の
中
に

「
信
託
統
治
」
の
条
項
が
あ
り
、

「
信
託
統
治
絶
対
反
対
」
の
運

動
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

昭
和
27
年
４
月
１
日
、「
奄

美
群
島
政
府
」
を
廃
止
し
て

「
琉
球
政
府
」
が
発
足
し
ま
す
。

行
政
府
の
名
称
は
度
々
変
更

し
ま
す
。
昭
和
21
年
10
月
か
ら

「
臨
時
北
部
南
西
諸
島
政
庁
」、

昭
和
25
年
７
月
か
ら
「
北
部
南

西
諸
島
政
庁
」、
同
年
11
月
か

ら
「
奄
美
群
島
政
府
」、
昭
和

27
年
４
月
か
ら
「
琉
球
政
府
」、

同
年
９
月
か
ら
復
帰
ま
で
「
琉

球
政
府
奄
美
地
方
庁
」
と
な
り

ま
す
。

　
「
琉
球
政
府
」
と
な
っ
た
昭

和
27
年
４
月
１
日
、「
大
島
女

子
高
校
」
内
に
「
琉
球
大
学
大

島
分
校
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

同
年
４
月
、
名
瀬
小
学
校
校

庭
で
開
催
さ
れ
た
集
会
で
、
泉

芳
朗
が
「
日
の
丸
」
を
両
手
に

持
っ
て
演
説
を
し
た
と
こ
ろ
、

米
軍
政
府
に
連
行
さ
れ
る
と
い

う
事
件
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の

事
件
を
「
日
の
丸
」
事
件
と
呼

ん
で
い
ま
す
。
日
本
か
ら
行
政

分
離
さ
れ
、
米
軍
の
統
治
下
に

置
か
れ
お
り
、「
日
の
丸
」
を

掲
揚
し
て
は
い
け
な
い
、
と
い

う
規
則
に
触
れ
た
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
泉
芳
朗
は
「
掲
揚

し
て
は
い
な
い
、
両
手
で
持
っ

た
だ
け
だ
。」
と
反
論
、
釈
放

さ
れ
た
と
い
う
逸
話
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　

昭
和
27
年
４
月
28
日　

対
日

講
和
条
約
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
講
和
条
約
）
が
発
効
さ
れ
、

連
合
国
に
よ
る
日
本
国
の
占
領

統
治
が
終
了
、
日
本
国
の
主
権

が
回
復
し
ま
し
た
。
ト
カ
ラ
列

島
（
大
島
郡
十
島
村
）
は
日
本

に
返
還
さ
れ
ま
し
た
が
、
北
緯

29
度
以
南
の
南
西
諸
島
は
米
軍

政
府
の
施
政
権
下
に
お
か
れ
ま

し
た
。
奄
美
群
島
で
は
こ
の
日

を
「
痛
恨
の
日
」、
沖
縄
で
は

「
屈
辱
の
日
」
と
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
に
書
か
れ
た
名
瀬
中

学
校
の
生
徒
の
作
文
が
奄
美
博

物
館
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
が
占
領
地
化
さ
れ
ず
、
主

権
が
回
復
し
た
喜
び
と
、
奄
美

が
日
本
に
返
還
さ
れ
な
か
っ
た

悲
し
み
、
い
つ
か
は
日
本
へ
の

返
還
が
実
現
す
る
と
い
う
期

待
、
複
雑
な
心
境
を
綴
っ
た
作

文
で
す
。

　

同
年
８
月
１
日
、
泉
芳
朗
は

高
千
穂
神
社
で
日
本
復
帰
を
祈

願
し
た
断
食
を
５
日
間
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
泉
芳
朗
の
断
食

に
よ
る
復
帰
運
動
は
、
郡
島
民

に
も
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
同
年
９
月
29
日
、

日
本
復
帰
か
ら
沖
永
良
部
島
と

与
論
島
が
切
り
離
さ
れ
る
「
二

島
分
離
」
の
報
道
が
あ
り
、「
二

島
分
離
反
対
」
の
運
動
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
報
道
は
誤
報

道
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
後
に

判
明
し
ま
す
。

復
帰
を
目
指
し
団
結
す
る
奄
美

【日本復帰請願署名録】 【署名運動】

【日本復帰断食祈願】【二島分離反対署名簿】

【「日の丸」事件】

【日本復帰を願う作文】
（名瀬中学校）

【昭和27（1952）年4 月28 日  奄美群島の日本復帰を求める学童大会（名瀬小学校校庭）】
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施
政
権
の
返
還
は
「
北
緯
27

度
半
以
北
」
と
い
う
報
道
か
ら
、

沖
永
良
部
島
と
与
論
島
が
切
り

離
さ
れ
る
「
二
島
分
離
説
」
が

浮
上
、「
二
島
分
離
反
対
」
運
動

が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。　
　

　

昭
和
27
年
10
月
11
日
、
沖
永

良
部
高
校
に
全
島
の
児
童
生
徒

が
自
主
的
に
集
ま
り
「
学
徒
日

本
復
帰
協
議
会
」
を
結
成
、
復

帰
実
現
ま
で
断
食
闘
争
を
す
る

こ
と
を
決
議
し
ま
し
た
。
ま
た
、

「
わ
れ
ら
を
日
本
へ
帰
せ
」
と
い

う
血
の
寄
せ
書
き
も
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

昭
和
27
年
10
月
15
日
、「
二
島

分
離
抗
議
郡
民
大
会
」
が
風
雨

の
中
、
名
瀬
小
学
校
校
庭
で
開

催
さ
れ
ま
す
。
各
職
場
は
一
斉

休
業
、24
時
間
断
食
を
決
行
、「
条

約
第
三
条
撤
廃
、
完
全
日
本
復

帰
運
動
を
勝
利
の
日
ま
で
続
行
」

と
宣
言
、「
民
族
分
離
絶
対
反
対
」

等
の
プ
ラ
カ
ー
ド
、
沖
永
良
部
・

与
論
連
絡
会
等
の
の
ぼ
り
が
校

庭
を
埋
め
つ
く
し
、
約
一
万
人
が

集
ま
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
27
年
10
月
23
日
、
重
成

格
・
鹿
児
島
県
知
事
が
復
帰
の

方
策
等
を
調
査
す
る
た
め
に
来

島
、
到
着
の
名
瀬
港
を
は
じ
め

奄
美
地
方
庁
ま
で
の
沿
道
は
、

「
歓
迎
・
重
成
知
事
」
や
「
即
時

鹿
児
島
県
大
島
郡
復
活
」
等
の

プ
ラ
カ
ー
ド
、
大
勢
の
群
衆
で

埋
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
、

名
瀬
小
学
校
校
庭
で
開
催
さ
れ

た
「
歓
迎
復
帰
郡
民
大
会
」
で

重
成
知
事
が
登
壇
、「
わ
が
大
島

の
親
愛
な
る
郡
民
の
み
な
さ
ん
」

と
呼
び
か
け
て
演
説
を
行
い
、

提
灯
の
波
と
鳴
り
止
ま
な
い
拍

手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
現
職
の

県
知
事
に
よ
る
「
わ
が
大
島
の
」

と
い
う
言
葉
が
、
大
勢
の
群
集

に
大
き
な
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

　

翌
日
の
帰
路
の
際
、「
母
国
復

帰
の
悲
願
が
い
か
に
切
実
な
血

の
叫
び
で
あ
る
か
、
目
の
当
た

り
に
し
た
。
私
は
み
な
さ
ん
の

民
族
的
な
悲
願
を
達
成
す
る
た

め
に
、
い
か
に
努
力
す
べ
き
か
、

固
い
覚
悟
を
決
め
て
い
る
。
全

智
全
力
を
挙
げ
て
み
な
さ
ん
の

期
待
に
沿
う
べ
く
努
力
す
る
」

と
記
者
団
に
語
り
ま
し
た
。

　

昭
和
27
年
10
月
24
日
、
外
務

省
か
ら
南
方
連
絡
局
名
瀬
出
張

所
に
、
二
島
分
離
返
還
の
否
定
、

と
の
連
絡
が
入
り
、「
北
緯
27
度

半
以
北
が
返
還
」や「
二
島
分
離
」

が
誤
報
道
と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
１
月
31
日
、
群
島

内
９
校
の
高
校
生
の
代
表
・
男

女
９
人
が
復
帰
使
節
と
し
て
鹿

児
島
に
出
発
、
県
本
土
の
高
校

生
に
奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
を

訴
え
た
り
、
鹿
児
島
の
奄
美
人

会
に
出
席
し
て
復
帰
促
進
の
報

告
会
等
を
行
い
、
２
月
26
日
帰

島
し
ま
す
。

　

昭
和
28
年
５
月
31
日
、
重
成

格
・
鹿
児
島
県
知
事
は
伊
東
隆

治
奄
美
連
合
副
委
員
長
と
共
に
、

来
日
中
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統

領
夫
人
と
会
見
陳
情
し
ま
す
。

世
界
人
権
擁
護
委
員
長
で
も
あ

る
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
夫
人
は
、「
米

国
の
世
論
に
訴
え
る
」
と
発
言

し
ま
す
。
６
月
10
日
、
福
岡
に

滞
在
し
て
い
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

夫
人
に
、
基
八
重
・
奄
美
連
合

婦
人
会
長
と
橋
口
初
枝
・
副
会

長
が
面
談
陳
情
し
ま
し
た
。
大

島
直
治
・
北
九
州
外
語
大
学
学

長
が
そ
の
通
訳
を
行
い
ま
し
た
。

　

昭
和
28
年
８
月
８
日
、
米
国

と
韓
国
の
共
同
防
衛
条
約
の
締

結
後
、
韓
国
か
ら
帰
る
途
中
東

京
に
立
ち
寄
っ
た
ダ
レ
ス
米
国

国
務
長
官
が
「
奄
美
群
島
を
日

本
に
返
還
す
る
」
旨
の
声
明
を

発
表
、
午
後
８
時
頃
奄
美
の
新

聞
社
が
そ
の
情
報
を
入
手
、
号

外
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
各
地
に
知

ら
せ
ま
す
。

　

復
帰
協
議
会
本
部
の
泉
芳
朗

議
長
や
幹
部
達
は
高
千
穂
神
社

に
感
謝
の
参
拝
を
し
、
奄
美
大

島
各
地
で
八
月
踊
り
や
提
灯
行

列
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
の
新
聞
は
大
き
な
見
出
し

で
こ
の
「
ダ
レ
ス
声
明
」
を
報

道
し
ま
し
た
。
８
月
９
日
の
夜

に
は
、「
ダ
レ
ス
声
明
感
謝
郡

民
大
会
」
が
名
瀬
小
学
校
の
校

庭
で
開
催
さ
れ
、
一
万
五
千
人

も
の
市
民
が
提
灯
や
感
謝
の
プ

ラ
カ
ー
ド
、
の
ぼ
り
等
を
持
っ

て
詰
め
か
け
ま
し
た
。
他
町
村

で
も
同
様
の
集
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

【 重 成 知 事 歓 迎 の 様 子 】

【ダレス声明に感謝する提灯行列】

【ダレス声明感謝郡民大会（名瀬小学校校庭）】
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８
月
11
日
、
米
国
大
使
館
が

「
奄
美
群
島
の
返
還
は
、
旧
鹿

児
島
県
大
島
郡
の
全
域
で
あ
る
」

旨
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、「
二
島

分
離
説
」
に
揺
れ
動
い
た
沖
永

良
部
・
与
論
島
の
住
民
は
、
大

き
な
喜
び
に
沸
き
ま
し
た
。

　
「
ダ
レ
ス
声
明
」
後
、
大
島
復

興
対
策
本
部
の
発
足
、
各
種
調

査
団
が
来
島
し
て
復
帰
に
向
け

た
準
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。　

琉
球
米
国
民
政
府
副
長
官
の
ダ

ビ
ッ
ド
．
A
．
D
．
オ
グ
デ
ン

少
将
は
、
粗
末
な
校
舎
で
学
ぶ

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
琉
球
政

府
予
算
の
獲
得
に
尽
力
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
２
階
建
校

舎
を
復
帰
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
建
築
し
ま
し
た
。「
オ
グ
デ
ン

校
舎
」
と
呼
ば
れ
、
復
帰
後
も

校
舎
建
築
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
ま

し
た
。
建
築
記
念
の
プ
レ
ー
ト

が
伊
津
部
小
学
校
の
敷
地
内
に

残
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
復
帰
の
日
の
時
期

が
明
言
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た

め
、
郡
島
民
に
は
苛
立
ち
も
あ

り
ま
し
た
。
12
月
１
日
の
復
帰

を
求
め
る
集
会
や
学
童
の
集
団

断
食
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
12
月

に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
12
月
25

日
返
還
」
と
い
う
こ
と
が
決
ま

り
ま
す
。

　

12
月
24
日
の
夕
方
、
日
米
間

で
奄
美
群
島
返
還
協
定
に
調
印

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
奄
美
大
島

で
は
、
奄
美
地
方
庁
の
廃
庁
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
奄
美
群
島

返
還
協
定
の
調
印
に
際
し
て
ダ

レ
ス
米
国
国
務
長
官
は
、「
極
東

の
脅
威
と
緊
張
が
続
く
限
り
、

沖
縄
・
小
笠
原
の
両
島
を
保
持

す
る
」
と
言
明
し
ま
し
た
。（
小

笠
原
諸
島
は
昭
和
43
年
、
沖
縄

諸
島
は
昭
和
47
年
に
日
本
復
帰

を
し
ま
す
。）

　

12
月
25
日
午
前
０
時
、
奄
美

群
島
の
日
本
復
帰
が
実
現
し

ま
し
た
。
復
帰
を
迎
え
た
瞬
間
、

高
千
穂
神
社
の
太
鼓
が
打
ち
鳴

ら
さ
れ
、
祝
砲
が
鳴
り
、「
万
歳
、

万
歳
」
の
歓
声
が
お
こ
り
、「
君

が
代
」
の
放
送
が
流
れ
、
高
千

穂
神
社
の
社
殿
に
は
関
係
者
が

集
ま
り
、
復
帰
の
感
謝
報
告
祭

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
重
成
格
・
鹿
児
島
県

知
事
や
上
田
太
郎
・
大
島
支
庁

長
が
名
瀬
入
り
し
、
奄
美
群
島

の
返
還
式
、
大
島
支
庁
の
開
庁

式
、
祝
賀
式
典
、
夜
に
は
提
灯

行
列
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各

種
祝
賀
行
事
が
３
日
間
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。
復
帰
と
同
時

に
、
B
円
と
日
本
の
円
と
の
交

換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
群
島
の
日
本
復
帰
は
、

米
国
と
旧
ソ
連
と
の
関
係
、
朝

鮮
半
島
や
東
ア
ジ
ア
諸
国
の
政

治
状
況
な
ど
も
大
き
く
影
響
し

た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
が
、
郡
島

民
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
の
奄

美
出
身
者
達
が
一
丸
と
な
っ
た
組

織
的
な
署
名
活
動
や
断
食
活
動

等
、「
非
暴
力
」
や
「
無
血
」
の

復
帰
運
動
の
展
開
は
、
世
界
的

に
も
類
例
を
見
な
い
活
動
と
し

て
高
く
評
価
で
き
る
も
の
で
す
。

　

昭
和
29
年
６
月
、　
「
奄
美
群

島
復
興
特
別
措
置
法
」
が
制

定
さ
れ
、
復
興
事
業
や
振
興
事

業
、
振
興
開
発
事
業
等
が
導
入

さ
れ
、
日
本
本
土
と
の
格
差
是

正
や
沖
縄
振
興
開
発
計
画
と
の

均
衡
、
奄
美
群
島
の
自
立
的
な

発
展
と
福
祉
の
向
上
を
目
的
に
、

各
分
野
の
基
盤
整
備
の
事
業
が

展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
社
会
基
盤
整
備

事
業
等
に
よ
っ
て
、
自
立
的
な

発
展
を
支
え
る
基
礎
的
な
条

件
が
整
備
さ
れ
、
振
興
開
発
事

業
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
基
盤

整
備
の
継
続
を
し
な
が
ら
、
奄

美
群
島
の
特
性
を
活
か
し
た
産

業
・
観
光
・
文
化
の
振
興
や
人

材
育
成
、
情
報
発
信
の
事
業
に

取
り
組
む
動
き
も
現
れ
て
き
て

い
ま
す
。

　

先
人
た
ち
の
苦
労
と
努
力
で

街
並
み
や
地
域
の
風
景
、
生
活

様
式
は
大
き
く
変
化
し
、
便
利

に
な
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

の
学
習
環
境
も
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
、
学
力
や
進
学
率
も

大
幅
に
向
上
し
ま
し
た
。
そ
の

一
方
で
、
過
疎
化
や
少
子
高
齢

化
、
限
界
集
落
に
近
い
状
況
が

数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
復

帰
運
動
当
時
二
十
万
郡
民
と
い

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

約
半
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

年
月
と
共
に
人
の
記
憶
は
薄

れ
て
い
く
も
の
で
す
が
、
記
録

は
残
り
ま
す
。
そ
の
記
録
か
ら

学
ぶ
た
め
に
も
、
先
人
の
歴
史

や
文
化
、
苦
難
や
労
苦
、
功
績

等
を
文
字
や
音
声
、
映
像
等
を

駆
使
し
、
後
世
に
残
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。

【復帰当時の名瀬】

【オグデン校舎建築のプレート（伊津部小学校）】
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【復帰運動の様子（高千穂神社）】

【昭和28 年12 月25 日　奄美群島日本復帰祝賀飛行】

日本復帰に関連する主な出来事
【復帰の喜びに沸く島民】

昭和 16 年 12 月 第二次世界大戦（太平洋戦争）開戦

「富山丸」が米軍の攻撃を受け沈没（徳之島沖）昭和 19年

昭和 20年

６月29日
集団疎開船「対馬丸」が攻撃を受け沈没８月22日
島尾敏雄「第18 震洋隊」隊長として着任10月
名瀬が空襲を受け、市街地の 90％焼失

７月
４月

ポツダム宣言

８月６日 赤木名の防空壕に爆撃、住民 40 名が犠牲に

８月 15 日 戦争が終結（終戦記念日）
昭和 21 年

（連合国覚書宣言）

（1946）
２月２日

昭和 23年 ６月19日

昭和 24年
12月25日

１月11日
７月１日
11月25日

３月13日

「二・二宣言」

連合軍最高司令部ＧＨＱが日本の領域

２名の教師が教育関連図書購入のために
本土へ密航

大島支庁内に軍政府を設置

10月３日 大島支庁廃止、「臨時北部南西諸島政庁」設置
７月１日 名瀬市制施行（名瀬町から名瀬市となる）

に関する指令を発表
北緯30度以南の南西諸島は日本から
行政分離、米軍政府の統治下に

昭和 25 年 ６月 ダレス国務長官が来日、対日講和条約の
動きが出てくる
軍政府が食料３倍値上げを実施

「北部南西諸島政府」設置
「奄美群島政府」設置

昭和 26 年

２月 14 日

１月

対日講和条約の交渉開始を契機に「奄
美大島日本復帰協議会」が発足、泉
芳朗が議長に就任、署名活動や断食運
動等を行い、復帰運動は一気に高まる
講和条約の草案の第３条に「奄美と沖縄を
分離する」という条項が盛り込まれている
ことが判明すると、「条約第３条撤廃」を求
める運動も展開

７月 第 1 回名瀬市民総決起大会（名瀬小にて）

７月 1 9 日 第 1 回日本復帰郡民総決起大会（〃）

９月９日 対日講和条約の調印
昭和 27 年
（1952）

４月 28 日

「痛恨の日」（奄美群島）
「屈辱の日」（沖縄）

対日講和条約（サンフランシスコ講和条約）
が発効、連合国による日本国の占領統治
が終了し、日本国の主権が回復
しかし、北緯 29 度以南の南西諸島は
米軍政府の施政権下におかれた

昭和 28 年
（1953）

８月８日

「ダレス声明」

ダレス国務長官が韓国訪問の帰途に日本
に立ち寄り、奄美群島を日本に返還する
声明を発表

12 月 24 日 奄美群島の日本復帰に関する日米協定
が調印、奄美地方庁廃庁式

12 月 25 日
「日本復帰記念の日」

奄美群島日本復帰が実現

昭和 29 年
６月
１月16日

「奄美群島復興特別措置法」制定
奄美大島日本復帰協議会解散式

平成30 年（2018）12 月25日
日本復帰記念の日のつどい実行委員会（事務局  奄美市企画調整課）祝 奄美群島日本復帰６５周年
〒894-8555　鹿児島県奄美市名瀬幸町25-8　TEL　0997-52-1111（代表）　FAX　0997-52-1001

（1941）

（1944）

（1951）

（1945）

（1950）

（1949）

（1948）

ー 

　第二次世界大戦後、北緯30度以南の南西諸島は日本から行政
分離され、奄美群島は米軍の統治下におかれました。
　本土との航海が規制され物資が不足する中、1951 年ごろから
日本復帰運動が全郡的な広がりをみせはじめます。
　奄美大島日本復帰協議会の泉芳朗議長らによる署名・抵抗運
動や、本土在住の奄美出身者たちによる陳情活動などにより、
1953年12月25日、奄美群島は日本復帰を果たしました。

当時の復帰協議会が各市町村支部を通
じて大島郡民に有償配布した日本復帰
貫徹バッチ。売上は復帰運動資金として
使われました。バッチは復帰への限りな
い意志を表しています。

当時の日本復帰貫徹郡民総決起大会で、
各組織の代表者がしめた日本復帰運動
ハチマキ。日の丸を中心に「完全日本復
帰貫徹」の文字が書かれていました。

祝 奄 美 群 島 日 本 復 帰 6 5 周 年祝 奄 美 群 島 日 本 復 帰 6 5 周 年

昭和27（1952）年4月28日  奄美群島の日本復帰を求める学童大会（名瀬小学校校庭）

奄美群島返還式、大島支庁開庁式、復帰
祝賀式典、提灯行列などが行われる

ダレス国務長官を団長とする対日講和
使節団が来日

昇曙夢「大奄美史」を刊行
４月29日 配給食料３倍値上げの方針発表

（1954）
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断 

食 

悲 

願　
　
　

詩　

 

泉　

芳 

朗

こ
こ
は
北ほ

く
い緯

二に
じ
ゅ
う
き
ゅ
う
ど
ち
ょ
っ
か

十
九
度
直
下

奇き
み
ょ
う
ふ
か
か
い

妙
不
可
解
な
人じ

ん
い為

の
緯い

せ
ん線

が

の
ろ
わ
れ
た
民み

ん
ぞ
く族

の
死し

せ
ん線

に
変か

わ

ろ
う
と
し
て
い
る

目
に
見
え
な
い
首く

び
か
せ枷

を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
る

た
え
が
た
い
責せ

め
く苦

の
檻お

り

に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

さ
れ
ど
こ
の
土 

歴れ
き
れ
き々

や
ま
と
あ
ま
み
こ
の
国

町
の
奥お

く

が
に
厳

げ
ん
げ
ん々 

高た

か

ち

ほ

千
穂
の
杜も

り

は
そ
び
え

大だ
い
そ
で
ん
し
ょ
う

祖
伝
承
の
神し

ん
い
き域

に 

今
わ
た
し
は
端た

ん
ざ坐

し
て
い
る

仰あ
お

げ
ば
脈

み
ゃ
く
み
ゃ
く

々
た
る
樹じ

ゅ
し枝

天て
ん
ち
ゅ
う

冲
に
合

が
っ
し
ょ
う

掌
し
て

二に
じ
ゅ
う
よ
ま
ん

十
余
万
の
民た

み

の
大た

い
ひ悲

を
訴

う
っ
た

え
る
に
似に

て
い
る

わ
た
し
は
た
だ
一い

っ
か
い
そ
う
し
ん

介
痩
身
の
無む

め
い
し
じ
ん

名
詩
人

樹じ
ゅ
か
ん

間
に
湧わ

く
無む

り
ょ
う量

の
感
に
涙

な
み
だ

し
ぼ
り

地
に
満み

つ
る
落お

ち
ば葉

や
雑ざ

っ
そ
う草

に
も

無む
じ
ょ
う

情
の
声
を
呑の

み

天あ
ま

か
け
る
白は

く
う
ん雲

に

う
た
た
民

み
ん
ぞ
く
り
ゅ
う
り

族
流
離
の
歌
を
き
く

よ
し
や
骨こ

つ
に
く肉

こ
こ
に
枯か

れ
果は

つ
る
と
も

八
月
の
太
陽
は

燦さ
ん

と
し
て　

今　

天
て
ん
じ
ょ
う

上
に
あ
る

さ
れ
ば　

膝ひ
ざ

を
曲ま

げ　

頭
こ
う
べ

を
垂た

れ
て

奮ふ
ん
ぜ
ん然　

五ご
た
い体

の
祈い

の

り
を
こ
め
よ
う

祖そ
こ
く
き
し
ん

国
帰
心

五ご
ぞ
う
ろ
っ
ぷ

臓
六
腑
の
矢
を
放は

な

と
う

（
内
容
）

　

こ
こ
北
緯
二
十
九
度
以
南
の
奄
美
群
島

が
、
戦
争
に
破
れ
、
二
・
二
宣
言
と
い
う
指

令
に
よ
り
、
祖
国
日
本
か
ら
切
り
離
さ
れ

て
、
ア
メ
リ
カ
の
行
政
下
に
お
か
れ
、
檻
に

と
じ
こ
め
ら
れ
た
よ
う
な
苦
し
い
時
代
を

む
か
え
た
。

　

だ
が
こ
の
島
と
は
、
も
と
も
と
大
和
の

国
、
日
本
の
国
土
で
あ
り
日
本
人
と
し
て
の

長
い
歴
史
と
誇
り
を
も
っ
て
い
る
。
町
の
奥

が
に
は
高
千
穂
神
社
の
森
が
そ
び
え
、
そ

の
境
内
で
わ
た
し
は
断
食
を
し
て
二
十
余

万
群
民
の
悲
願
を
訴
え
て
い
る
。

　

わ
た
し
は
や
せ
ほ
そ
っ
た
名
も
な
い
一
詩

人
だ
が
神
社
の
う
っ
そ
う
と
し
た
森
の
中

に
神
の
声
を
聞
き
、
落
葉
や
雑
草
の
中
に

悲
し
い
涙
を
く
み
と
り
、
天
か
け
る
白
雲

に
民
族
流
離
の
歌
を
き
く
。

　

た
と
え
こ
の
身
は
こ
の
ま
ま
枯
れ
果
て

て
い
っ
て
も
、
八
月
の
太
陽
は
燦
々
と
し
て

天
上
に
あ
る
。

　

さ
れ
ば
膝
を
曲
げ
頭
を
垂
れ
て
、
祖
国

復
帰
の
祈
り
を
こ
め
よ
う
。

　

祖
国
へ
帰
る
そ
の
日
ま
で
生
命
を
か
け

て
訴
え
つ
づ
け
よ
う
。泉

芳
朗
先
生
を
偲
ぶ
会

　

会
長　

楠
田
豊
春

　

朝
は
あ
け
た
り

　
　
　
　

―
―
奄
美
大
島
日
本
復
帰
祝
賀
の
歌
―
―

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
詞　

村
山　

家
國

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
曲　

山
田　

耕
筰

一　

く
れ
な
ゐ
の　

こ
こ
ろ
に
ま
も
り　

ま
も
り
来こ

し

　
　

日
の
も
と
の
は
た　

日
の
み
は
た

　
　

今
ぞ
わ
が
手
に　

島
山
の

　
　

朝
は
あ
け
た
り　

さ
え
ぎ
る
も
の
な
く

　
　

朝
は
あ
け
た
り　

さ
え
ぎ
る
も
の
な
く

二　

や
つ
年と

せ

を　

こ
こ
ろ
に
凝こ

り
て　

よ
び
て
来こ

し

　
　

は
ら
か
ら
の
国　

日
の
も
と
よ

　
　

今
ぞ
あ
き
ら
に　

く
に
た
み
の

　
　

み
ち
は
と
ほ
れ
り　

あ
ま
み
の
島
ね
に

　
　

み
ち
は
と
ほ
れ
り　

あ
ま
み
の
島
ね
に

三　

三
千
年
の　

国
た
み
ご
こ
ろ　

め
ぐ
り
来
し

　
　

新
た
な
る
日
の　

こ
の
お
も
ひ

　
　

今
ぞ
ひ
と
つ
に　

あ
ひ
起た

た
む

　
　

と
き
は
い
た
れ
り　

日
の
ま
る
さ
や
か
に

　
　

と
き
は
い
た
れ
り　

日
の
ま
る
さ
や
か
に

四　

く
ろ
潮し

お

の　

う
な
ば
ら
北
に　

さ
だ
ま
れ
る

　
　

は
ら
か
ら
の
島　

さ
き
は
い
は

　
　

今
ぞ
あ
ま
み
に　

国
た
て
の

　
　

朝
は
あ
け
た
り　

こ
ぞ
り
て
た
た
な
む

　
　

朝
は
あ
け
た
り　

こ
ぞ
り
て
た
た
な
む　
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